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「みどりがおか」 令和５年11月27日（月）

第14号（文責：安藤真二）

「あれ、良かったかな？」

毎日の生活の中で、温かくなる言葉をか

ける方がいる。

「あまり無理をしないでください。でき

ることがあれば気軽にいつでもいってくだ

さい。」

「いつも細かなところまでご配慮いただ

き、ありがとうございます。助かっていま

す。」

「あなたの笑顔が、雰囲気を明るくして

くれます。ありがとうございます。」

（山茶花 自宅 2023.11.12）

このような言葉をかけるようにしたいと

思いながら、実生活場面では、どちらかと

いうと、逆にそのような言葉を戴いてはい

ないかと思う。まだまだ、温かい言葉を自

然にかけることができていない。

（シクラメン 川南 IC 2023.11.10）

では、どうすればいいのか？その人の抱

えておられる仕事上の課題や健康に関わる

ことなど、できる限り、話を聞く（傾聴す

る）ことが欠かせないだろう。

だが、自分に余裕があまりないときに、

果たしてやれているのだろうか？そう指摘

されたとしたら、自信がない。

（曇り空 学園修道院 2023.11.9 12:21）

余計な一言で失敗したこともある。後に

なって、何か言葉をかけたときに、とっさ

に言ってしまった最後の言葉が、相手のこ

とを考えて言葉かけしたのに、効果を半減

させるような、温かくない言葉、余計な一

言を言ってしまったこと…。

そんな時、つくづく「まだまだ、半人前

だな、発展途上だな」と思う。

大空から、その言葉は相手を温めるか、

冷やして固めてしまうか、考えてみる。そ

んな瞬間的な判断が必要なんだなぁ。

（夕焼け 学園から眺める 2023.11.7 17:04）


